On the Species of Malaysian Timbers by 貴島, 恒夫
Titleマレイシア材の樹種について
Author(s)貴島, 恒夫








マ レ イ シ ア 材 の 樹 種 に つ い て*































木 材 研 究 第45号 (1968)
のものはあまり特徴のない材であり,一般材 としては現在最 も普通に多量に消費 されつつある
ものを取 り上げることになる｡なお輸入南洋材の呼称には Philippine名が普及 しているので,
該当種の Philippine 名 〔Ph〕が存在する場合には務めてそれを併記 し,さらに英語名 〔E〕
が広 く通用 している場合には これ も付記 した｡
A. 重 硬 材
重硬材の 存在は 南洋材の ひとつの 特徴である｡ もっ とも シタン (Rosewood), コクタン
(Ebony),タガヤサン (Ironwood) など高貴材は東南アジアでも,India-Pakistan-Burma

























この属には76種- Malayaに20種,Borneoに30種- が数えられているほか,Resakには Cotylelo-











B. 軽 軟 材
Malaysia ことに Borneoには軽軟材 もまた少な くない｡Malaya林業試験場の基準では,










巽～淡褐色で木肌は細かい｡ 気乾比重 0.6前後｡ 指物や床板用の材ではあるが産出量が少なく, いま
Malaysiaの山地に造林されている PinuskhasyaRoYLE,P.merkusiJUNGH.etDEVRIES:Pinaceae
などと同様にあまり問題にならない｡
つぎに広葉樹材中の軽軟材であるが,われわれが軽軟材 といえはキ リ (気乾比重 0.30前後)



















Myristicaceaespp.などがあげ られるが, キ リや Balsaに匹敵するような有用材は 商品材中
には見当 らない.産量を問題にしなければ もつ と軽い材 も見出せるように思われる｡なお林木
ではないが Durian〔Mly〕Bombacaceaespp.ほ果樹仕立てのものに低比重のもの-0.4前後-
が とれるそうである｡Balsaと同料であるか ら当然か も知れない｡

































































このように装飾性の画か ら南洋材を見 るとまだ まだ面白い 樹種があろ うが, 現に Malaya,
Singapore あた りの 家具材料 として よ く用い られている樹種は Dark Red Meranti(23),
MerEaWa(28),Nyatoh(21),Ansena〔Mly〕Ptrocarpusspp.:Leguminosae,Rengas(20),
Sepetir(24)な どであるo
D. 耐 久 材
Malaysiaには重硬材が多 く, これ らは概 して菌害, 腐朽のみな らずシ ロア リ,海虫,せん
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以上, 重硬耐久材のほかに せん孔虫 (beetle)に強いものとしてなお Resak,Cotylelobium
spp.(5),後記の Keruing,Dipterocarpusspp.(31)- ともに Dipterocarpaceae-などがあげ






ちなみに現在 Malaya,Singapore に おいて 最 も普通に 用いられている電柱材の 樹種は
Keruing(31),Kempas(18),Chengal(4)であり,Chengalは腕木に,Kempasは枕木に
も用いられている｡
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